
 指定管理者モニタリング評価シート

１ 施設概要

２ 総合評価

３ 管理実績評価

〇協定書等に基づき、物品の管理が適切に
行われているか。 Ｂ

〇協定書等に基づき、施設及び設備の保守
点検等が適切に行われているか。 Ｂ
〇協定書等に基づき、施設の清掃業務が適
切に行われているか。 Ｂ

施設管理(共通）

〇条例や協定書等に基づき、開館日・開館
時間等を遵守しているか。 Ｂ
〇条例や協定書等に基づき、適正な申請受
付業務・使用許可業務が行われているか。 Ｂ
〇条例や協定書等に基づき、使用料又は利
用料金に係る手続が適正に行われている
か。

Ｂ

〇協定書等に基づき、施設等の修繕業務が
適切に行われているか。 Ｂ
〇協定書等に基づき、事業報告書等の書類
が期限までに提出されているか。 Ｂ

〇協定書等に基づき、施設の警備業務が適
切に行われているか。 Ｂ

施設所管課名 建設部公園管理課

施設名称 長井海の手公園、荒崎公園

指定管理者名
エリアマネジメント横須賀共同事業体（(株)日比谷花壇、(株)日比谷アメニス、京急
サービス(株)）

法令遵守

〇関連する法令、条例等を遵守して業務が
行われているか。 Ｂ
○個人情報の保護措置や情報公開制度の適
正な運用が確保されているか。 Ｂ

指定期間 令和５年（2023年）４月１日～令和24年（2042年）３月31日（19年間）
評価対象期間 令和６年（2024年）４月１日～令和７年（2025年）３月31日

年間を通して、両公園の施設設備の維持管理や植栽管理は計画通りに実施され、「来園者が安全に過ごせる・
快適に過ごせる」をテーマに点検・修繕が適切に行われていた。
その他、花品種の拡大や、新規のアトラクションや体験施設、年間を通じ様々なイベントの開催のほか、既存
施設の工夫やフォトスポットの新設など、様々な視点で来園者を飽きさせない努力をしている点は高く評価し
たい。
猛暑は運営面で大きな影響があったと思われるが、来園者目線で対応ができていたほか、閑散期には平日フ
リーパスの販売、ハイシーズンには混雑回避や来園者の利便性の向上につながる工夫がなされていた。
地域と連携した取り組みを積極的に実施しており、地域の交流拠点としても重要な役割を果たしている。
令和５年度における両公園の運営は、おおむね良好であり、今後も魅力ある公園運営に努めていただきたい。

評価項目 評価内容
施設所管課評価

評価 特記事項
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〇その他の地域貢献が行われているか。 Ａ
荒崎海岸で毎月ゴミ拾い等の清掃を
はじめ、地域の活性部会や連合町内
会に参加している。

障害者雇用※
※雇用義務のある団体（従業
員を40人以上雇用している団
体）のみ評価

〇障害者雇用率が法定雇用率（2.5％）を達
成しているか。 Ｃ 法定雇用率を達成していないため。

地域貢献

〇地元人材の雇用が行われているか。 Ｂ
〇市内中小企業等への発注が行われている
か。 Ｂ

〇市内の団体・施設・企業等との連携が行
われているか。 Ａ

周辺の宿泊施設と連携し、宿泊と遊
具チケットがセットになったプラン
を提供や地元中学校、高校生の発表
会やワークショップの開催など地域
との連携が進められている。

障害者、男女共同参
画及び多様な性への
配慮

〇障害者の雇用や障害者就労施設等からの
物品購入などの障害者への配慮がされてい
るか。

Ｂ

〇性別による差別のない雇用やワークライ
フバランスの実現に向けた取組など男女共
同参画への配慮がされているか。

Ｂ

〇多様な性に関する差別やハラスメントの
禁止に関する内規の整備や多様な性に関す
る研修の受講、多様な性も考慮した福利厚
生の提供、顧客や取引先など外部に向けた
環境整備やサービスの取組など多様な性へ
の配慮がされているか。

Ｂ

リスクへの対応

〇事故や災害などの不測の事態への対応策
が講じられているか。 Ｂ
〇事故や災害などの発生時には、必要な措
置を講じるとともに、速やかに市への報告
がされているか。

Ｂ

利用者への配慮

〇利用者間のトラブルや不適切な施設利用
者への対応が適切に行われているか。 Ａ

トラブルや不適切な施設利用を想定
して、未然に防ぐための注意喚起が
行われている。

〇利用者からの意見を聴取し、業務改善に活
用しているか。 Ａ

利用者アンケートを実施し、その結
果を公園の管理運営や自主事業に活
かしている。

〇施設管理を行う中で生じた施設課題に適
切に対応しているか。 Ａ

サービスの品質向上のため、スタッ
フの研修に力を入れている。新規ア
トラクションや施設を設置し、繁忙
期の混雑分散を図るほか、夏季の猛
暑対策、冬の閑散期には利用者を呼
び込む取り組みを実施している。
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※協定書等…基本協定書、年度協定書、仕様書、募集（申請）要項及び事業計画書のことをいう。

４ 収支状況評価

収入は自動販売機や来園者数の増加により当初計画を上回っており、市民サービスの提供にも問題はなかっ
た。
支出は最低賃金の上昇・運営業務増加による人件費の増加、物価上昇による諸費用の増加の要因に伴い、当初
計画を上回っているが、廃棄物処理方法の見直し、備品購入費や委託費の削減といったコスト削減に取り組ん
でおり、昨年度と比較をしても支出は減少しているため、次年度は計画どおりの管理運営が期待できる。

A 協定書等※に定める水準を上回っている。
B 協定書等※に定める水準どおりである。
C 協定書等※に定める水準に達していない。

評価 判定基準

ブランド力・価値の
向上

〇長井海の手公園公園等交流拠点機能拡充事業
の認定計画提出者が実施するプロジェクトマネ
ジメント業務に従い、本公園等全体のブランド
力や価値の向上に努めているか。

Ｂ

認定計画提出者との
連携

〇長井海の手公園公園等交流拠点機能拡充事業
の認定計画提出者と適切に役割分担を行い、本
公園等の管理運営におていも公募対象公園施設
（設置）及び公募対象公園施設（管理）との円
滑な連携が図れているか。

Ｂ

〇社会保険や雇用保険に加入しているか。 Ｂ

経費削減
〇経費の削減の取組は行ったか。 Ｂ
〇経費の削減分を活用して、市民サービス
の向上などの取組を行ったか。 Ｂ

労働基準※
※労働基準法上、作成又は届
出義務のある団体のみ評価

〇就業規則の労働基準監督署への届出がさ
れているか。 Ｂ
〇労働者に労働条件通知書を交付している
か。 Ｂ

〇時間外・休日労働協定届（36協定届）の
労働基準監督署への届出がされているか。 Ｂ

人員体制

〇必要な人員が配置されているか。 Ｂ
〇職員への研修等の人材育成は計画通りに
実施されているか。 Ｂ

〇人件費の設定は適切か。 Ｂ
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